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１
月
７
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅
前
で
分
列

行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け
た

後
、
峰
栄
館
で
行
わ
れ
た
式
典
に
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ

か
、
消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々

な
ど
に
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
、
第
10
分
団
の
班
長
、
堀
内

一
美
さ
ん
が
感
謝
の
意
を
述
べ
、
今
後
も
郷

土
愛
の
精
神
で
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

第
６
分
団　

分
団
長　

金
平　

政
巳　

第
10
分
団　

班　
　

長　

堀
内　

一
美

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
）
】

本　
　

団　

副
団
長　

鈴
木　

英
実

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）
】

第
10
分
団　

団　
　

員　

工
藤　

善
美

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）
】

第
１
分
団　

分
団
長　

武
内　

靖
弘

第
３
分
団　

副
分
団
長　

木
藤　

効
輝

第
３
分
団　

団　
　

員　

高
橋　

則
行

第
４
分
団　

分
団
長　

田
村　

政
彦

第
４
分
団　

副
分
団
長　

田
村　

清
一

第
10
分
団　

団　
　

員　

後
藤　

金
悦

第
14
分
団　

団　
　

員　

大
坂　

潤
也

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）
】

第
７
分
団　

班　
　

長　

白
鳥　

裕
也

第
10
分
団　

団　
　

員　

石
山　

正
作

第
11
分
団　

班　
　

長　

佐
藤　

俊
介

第
12
分
団　

団　
　

員　

日
沼　

宏
平

第
15
分
団　

班　
　

長　

須
藤　

和
彦

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
勤
続
）
】

第
７
分
団　

団　
　

員　

藤
嶋　

恒
一

第
８
分
団　

団　
　

員　

後
藤　

睦
美

第
９
分
団　

団　
　

員　

本
庄　

蓮

第
13
分
団　

団　
　

員　

工
藤　

優

第
13
分
団　

団　
　

員　

高
橋　

健
太

第
15
分
団　

団　
　

員　

岩
城　

歩
美

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章
（
７
年
以
上
）
】

第
７
分
団　

団　
　

員　

白
鳥　

潤

第
13
分
団　

団　
　

員　

日
沼　

涼

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
２
分
団　

団　
　

員　

金
谷　

歩

第
２
分
団　

団　
　

員　

成
田　

泰
我

第
５
分
団　

団　
　

員　

山
谷　

晃
仁

第
５
分
団　

団　
　

員　

鈴
木　

了

第
８
分
団　

団　
　

員　

佐
々
木　

功

第
８
分
団　

団　
　

員　

今
井　

優

第
９
分
団　

団　
　

員　

小
野　

良
太

第
15
分
団　

団　
　

員　

金
田　

透

【
３
年
精
勤
章
】

第
１
分
団　

団　
　

員　

阿
部　

克
祥

第
13
分
団　

団　
　

員　

高
崎　

祐
弥

第
15
分
団　

団　
　

員　

辻
本　

祥
彦

　

八
峰
町
消
防
出
初
式

八
峰
町
消
防
出
初
式

宝くじ助成金事業を受けて
岩館第一自治会・三ツ森町内会では
コミュニティ備品を導入しました

宝くじ助成金事業を受けて
岩館第一自治会・三ツ森町内会では
コミュニティ備品を導入しました

　この度、一般社団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用して、岩館第一自治会・三ツ森
町内会へパソコン、プリンター、ロビーチェア、冷蔵庫などを導入しました。地区の会議やイベントの開
催等に活用されます。
　同事業は、宝くじの普及宣伝と地域のコミュニティ活動の活性化を目的に助成されています。

＜岩館第一自治会＞　岩館地区防災コミュニティセンター　令和５年12月28日完成

＜三ツ森町内会＞　三ツ森コミュニティセンター　令和５年12月28日完成


